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■化学物質・ＰＦＡＳから環境を守るには

は
、
そ
の
無
謀
さ
ゆ
え
に
反
対
世
論
が
高

ま
り
、
中
止
に
な
っ
た
。
25
年
前
の
こ
と

で
あ
る
。
し
か
し
今
、
巨
大
な
半
導
体
工

場
が
使
う
水
を
流
域
外
の
千
歳
川
に
排

出
す
る
─
─
よ
く
似
た
構
図
で
は
な
い
か
。

多
く
の
道
民
に
は
、
工
場
用
水
の
使
用
量

や
水
質
の
変
化
な
ど
詳
細
は
知
ら
さ
れ
て

い
な
い
。

　

前
出
の
道
が
実
施
し
た
安
平
川
で
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
は
、
ラ
ピ
ダ
ス
進
出
に
と
も

な
う
漁
業
へ
の
影
響
を
懸
念
す
る
水
産
団

体
や
、
同
社
の
意
向
な
ど
を
踏
ま
え
た
も

の
だ
っ
た
と
い
う
。

　

自
然
界
で
は
分
解
さ
れ
ず「
永
遠
に
消

え
な
い
化
学
物
質
」と
呼
ば
れ
る
Ｐ
Ｆ
Ａ

Ｓ
は
、
排
水
と
と
も
に
川
や
海
に
流
れ
込

み
、
土
壌
中
に
残
る
と
ゆ
っ
く
り
地
下
水

に
染
み
だ
し
、
川
や
海
に
つ
な
が
り
徐
々

に
地
球
を
汚
染
し
て
い
く
。

　

規
制
対
象
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
や
Ｐピ
ー
フ
ォ
ス

Ｆ
Ｏ
Ｓ
な

ど
は
、
ホ
ル
モ
ン
へ
の
影
響
や
新
生
児
の

体
重
の
低
下
傾
向
、
免
疫
力
の
低
下
、
発

癌
の
可
能
性
な
ど
を
引
き
起
こ
す
化
学
物

質
。
こ
れ
ま
で
も
撥
水
性
の
あ
る
衣
料
品

や
車
な
ど
の
コ
ー
テ
ィ
ン
グ
素
材
、
台
所

用
品
、
消
火
剤
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
廃
棄
物
、

半
導
体
な
ど
の
分
野
で
幅
広
く
使
わ
れ
て

き
た
。
近
年
、
全
国
各
地
で
飲
用
水
の
Ｐ

Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
が
明
ら
か
に
な
り
、
国
民
的

な
関
心
も
高
ま
り
つ
つ
あ
る
。
汚
染
源
と

し
て
、
泡
消
火
剤
を
使
う
空
港
や
駐
車
場
、

産
業
廃
棄
物
の
処
分
場
な
ど
の
存
在
が
明

ら
か
に
な
っ
て
き
た
。

　

で
は
、
今
回
の
安
平
川
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染

の
発
生
源
は
ど
こ
な
の
か
─
─
。
安
平
川

を
管
理
す
る
道
胆
振
総
合
振
興
局
は
８
月

初
め
、源
武
橋
の
上
流
部
に
位
置
す
る「
製

造
業
や
水
質
汚
濁
防
止
法
に
対
応
す
る
17

事
業
所
」に
立
ち
入
り
、
聞
き
取
り
調
査

を
実
施
し
た
。
担
当
の
道
環
境
生
活
部
循

環
型
社
会
推
進
課
に
そ
の
結
果
を
聞
く
と
、

「
い
ず
れ
の
事
業
所
も『（
規
制
対
象
の
）

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
使
っ
て
い
な
い
』と
の
こ
と
。

（
汚
染
の
）原
因
特
定
は
難
し
く
、
規
制
対

象
の
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ａ
な
ど
３
物
質
は
水
質
基
準

値
が
定
ま
っ
て
い
ま
せ
ん
。
法
的
な
枠
組

み
か
ら
外
れ
る
も
の
を
調
べ
る
こ
と
に
な

る
わ
け
で
、
今
は
過
渡
期
。
そ
の
範
囲
内

で
や
れ
る
こ
と
を
し
て
い
き
た
い
」（
菱
沼

貴
志
・
水
環
境
対
策
課
長
補
佐
）と
い
う

答
え
が
返
っ
た
。

　

17
事
業
所
の
中
に
は
産
業
廃
棄
物
の
処

分
場
も
あ
る
。
筆
者
は「
そ
の
間
近
で
採

水
・
分
析
す
る
と
汚
染
源
が
は
っ
き
り
す

る
の
で
は
？
」と
問
う
た
が
、

「
原
因
が
特
定
さ
れ
た
ら
数
値
の
低
減
を

要
請
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、
現
状
で

は
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
環
境
基
準
が
な
い
た
め
、

　

安
平
川
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
深
層
を
探
る

　

安
平
川
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
深
層
を
探
る

今
年
７
月
、
先
端
半
導
体
工
場「
ラ
ピ
ダ
ス
」に
供
給
す
る
工
業
用
水
を
め
ぐ
っ
て
北
海
道

が
実
施
し
た
水
質
調
査
で
、
安
平
川
に
架
か
る
源
武
橋
か
ら
採
取
し
た
河
川
水
か
ら
国
の

暫
定
目
標
値
を
大
き
く
上
回
る
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ（
有
機
フ
ッ
素
化
合
物
の
総
称
）が
検
出
さ
れ
た
。

そ
れ
ま
で
低
か
っ
た
数
値
は
、
こ
の
橋
で
大
き
く
上
が
る
。
汚
染
源
は
ど
こ
か
探
っ
て
み

る
と
、
ひ
と
つ
の
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の
存
在
に
突
き
当
た
る
─
─
。「
ラ
ピ
ダ
ス
」で
も
半

導
体
の
製
造
工
程
で
規
制
対
象
外
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
使
わ
れ
る
予
定
だ
。
浮
上
し
た
こ
の
問

題
の
深
層
を
探
っ
て
み
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
ル
ポ
ラ
イ
タ
ー
・
滝
川 

康
治
）

問
わ
れ
る
道
の
環
境
行
政

問
わ
れ
る
道
の
環
境
行
政

「
汚
染
源
の
特
定
」を
放
置
し
て

「
汚
染
源
の
特
定
」を
放
置
し
て

ど
う
道
民
の
生
活
を
守
る
の
か

ど
う
道
民
の
生
活
を
守
る
の
か

安平川に架かる源武橋（写真）で採取された河川水からは、暫定目安平川に架かる源武橋（写真）で採取された河川水からは、暫定目
標値の２倍近い濃度のＰＦＡＳを検出。静かな農村地帯が広がり、標値の２倍近い濃度のＰＦＡＳを検出。静かな農村地帯が広がり、
近くには産業廃棄物の処分場などがある近くには産業廃棄物の処分場などがある

　

胆
振
管
内
安
平
町
と
空
知
管
内
由
仁
町

の
境
界
が
源
流
に
な
っ
て
い
る
安
平
川

は
、
農
村
地
帯
や
勇
払
原
野
な
ど
を
貫
流

し
、
苫
小
牧
市
内
で
太
平
洋
へ
注
ぐ
延
長

50
キ
ロ
ほ
ど
の
２
級
河
川
で
あ
る
。
今
年

７
月
、
道
が
実
施
し
た
先
端
半
導
体
企
業

「
ラ
ピ
ダ
ス
」に
供
給
す
る
工
業
用
水
を
め

ぐ
る
調
査
の
中
で
、
安
平
川
に
架
か
る
源

武
橋
か
ら
採
取
し
た
水
か
ら
、
飲
用
水
の

暫
定
目
標
値
の
２
倍
近
い
95
ナ
ノ
グ
ラ
ム

／
リ
ッ
ト
ル
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
検
出
さ
れ
た
。

そ
の
ほ
と
ん
ど
は
毒
性
が
強
く
、
２
０
２

１
年
か
ら
は
製
造
・
輸
入
が
原
則
禁
止
さ

れ
て
い
る
Ｐピ
ー
フ
ォ
ア

Ｆ
Ｏ
Ａ
と
呼
ば
れ
る
物
質
。

調
査
結
果
に
対
し
、
道
民
の
間
に
も
衝
撃

が
走
っ
た
。

　

筆
者
は
10
月
下
旬
、
人
口
７
千
余
り
の

安
平
町
の
南
部
に
位
置
す
る
源
武
橋
に
向

け
、
車
を
走
ら
せ
た
。
晩
秋
の
田
園
地
帯

を
流
れ
る
安
平
川
は
濁
り
、
清
流
と
は
ほ

ど
遠
い
。
北
に
は
早
来
地
区
の
市
街
地
が

広
が
り
、
近
く
に
は
ゴ
ル
フ
場
や
乳
牛
の

共
進
会
場
も
あ
る
。
高
低
差
の
少
な
い
道

道
を
通
り
、
厚
真
町
内
を
経
由
し
て
苫
東

の
一
角
に
あ
る
工
業
用
水
の
取
水
施
設
に

も
行
っ
て
み
た
。

　

巨
大
半
導
体
企
業「
ラ
ピ
ダ
ス
」は
、
新

千
歳
空
港
に
近
接
す
る
工
業
団
地「
千
歳

美
々
ワ
ー
ル
ド
」の
敷
地
内
に
建
設
さ
れ

る
。
本
来
は
太
平
洋
に
注
ぐ
安
平
川
の
水

を
苫
東
地
区
で
く
み
上
げ
、
22
キ
ロ
に
お

よ
ぶ
配
水
管
を
使
っ
て
半
導
体
工
場
に
送

る
。
配
水
工
事
の
事
業
費
は
２
百
億
円
程

度（
完
成
予
定
は
27
年
度
の
第
１
四
半
期
）。

ラ
ピ
ダ
ス
の
排
水
は
、
千
歳
市
の
公
共
下

水
処
理
場
を
経
て
、
千
歳
川
に
放
流
す
る

計
画
に
な
っ
て
い
る
。

　

日
本
海
に
注
ぐ
河
川
の
水
を
洪
水
時
に

は
太
平
洋
に
逆
流
さ
せ
る
─
─
と
い
う
か

つ
て
の
道
開
発
局
の
千
歳
川
放
水
路
計
画

ラ
ピ
ダ
ス
関
連
の
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
で

河
川
水
か
ら
目
標
値
の
２
倍
を
検
出

発
生
源
め
ぐ
り
関
係
者
は
口
を
濁
し

法
制
度
の
不
備
な
ど
指
摘
す
る
声
も新千歳空港にほど近い「美々ワールド」の一角で急ピッチで

進む「ラピダス」の建設現場

80 年代半ばから産業廃棄物の搬入が始まった早
来工営の入り口。取材を要請したが拒否された
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■化学物質・ＰＦＡＳから環境を守るには

る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

当
時
、
環
対
協
の
事
務
局
長
だ
っ
た
商

店
主
の
大
嶋
一
紀
さ
ん
を
訪
ね
た
。

「（
上
流
部
の
）農
家
が
出
す
わ
け
が
な
い

か
ら
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
発
生
源
と
し
て
一
番

疑
っ
て
み
る
の
が
早
来
工
営
だ
よ
。
そ
の

安
平
川
の
水
を
使
う
農
家
が
い
る
こ
と
が

一
番
の
問
題
な
ん
だ
。（
農
作
物
に
対
す

る
）風
評
被
害
な
ん
か
が
あ
る
と
困
る
か

ら
ね
。
農
家
は
仲
間
だ
し
、
う
ち
は
弁
当

屋
も
や
っ
て
い
る
か
ら
、
そ
ん
な
も
の
を

流
さ
れ
る
と
影
響
を
受
け
る
ん
だ
」

　

と
話
し
、
現
状
を
憂
慮
す
る
。

　

環
対
協
で
は
以
前
、「
構
内
に
池
を
造
り

（
汚
染
の
有
無
を
確
か
め
る
た
め
に
）鯉
を

放
し
て
く
れ
」と
要
望
し
、
会
社
側
は
受

け
入
れ
た
と
い
う
。
大
嶋
さ
ん
ら
は
何
度

も
現
地
確
認
に
赴
い
た
こ
と
が
あ
り
、
悪

臭
問
題
な
ど
の
対
応
に
は
一
定
の
評
価
を

す
る
。
し
か
し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
は
目
に
見
え

な
い
汚
染
物
質
な
だ
け
に
心
配
の
種
は
尽

き
な
い
。

　

安
平
町
内
で
は
、
早
来
工
営
と
は
別
に
、

大
栄
環
境
グ
ル
ー
プ
の
Ｄ
Ｉ
Ｎ
Ｓ
北
海
道

㈱
が
北
進
地
区
に
産
業
廃
棄
物
処
分
場
の

建
設
を
計
画
し
て
い
る
。

道
と
し
て
改
善
命
令
を
出
す
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
」（
同
補
佐
）

　

と
、
道
民
が
抱
く
不
安
感
の
解
消
に
は

ほ
ど
遠
い
説
明
だ
っ
た
。

　

地
元
の
安
平
町
は
、
道
の
調
査
結
果
に

つ
い
て
連
絡
を
受
け
た
直
後
に
、
安
平
川

の
上
流
で
取
水
し
て
い
る
３
つ
の
浄
水
場

の
水
を
独
自
に
検
査
し
た
。
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が

検
出
さ
れ
た
場
合
に
備
え
、
除
去
用
の
活

性
炭
も
手
配
。
さ
ら
に
農
作
物
の
風
評
被

害
対
策
と
し
て
、
地
下
水
を
水
源
と
す
る

２
カ
所
の
浄
水
場
と
畑
地
か
ん
が
い
用
水

２
カ
所
の
水
質
検
査
も
実
施
し
た
。

　

同
町
の
田
中
一
省
副
町
長
は
、「
今
後
、

道
は
安
平
川
の
水
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
継

続
す
る
と
い
う
の
で
要
請
が
あ
れ
ば
協
力

し
て
い
き
た
い
」と
話
す
。
汚
染
源
の
特

定
に
つ
い
て
は
、

「
我
々
の
立
場
と
し
て
、『
○
○
で
は
な
い

か
』と
い
う
こ
と
は
出
来
ま
せ
ん
。
法
律

が
変
わ
れ
ば
別
の
動
き
に
な
る
で
し
ょ
う

が
…
。
今
後
、
生
活
用
水
に
支
障
が
出
て

く
る
よ
う
な
こ
と
に
な
れ
ば
、
対
策
を
講

じ
た
い
」

　

と
、
待
ち
の
姿
勢
を
の
ぞ
か
せ
た
。

　

明
晰
な
は
ず
の
行
政
関
係
者
が
多
く
を

語
ろ
う
と
し
な
い
、
発
生
源
の
可
能
性
が

高
い
事
業
所
は
ど
こ
な
の
か
。

　

７
月
16
日
に
採
水
し
た
安
平
川
水
系
８

地
点
の
測
定
結
果
は
、
道
環
境
生
活
部
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
開
さ
れ
て
い
る
。
上

流
部
の
追
分
・
安
平
地
区
、
そ
し
て
早

来
・
遠
浅
地
区
に
至
る
７
地
点
は
、
Ｐ
Ｆ

Ｏ
Ａ
と
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
合
計
値
で
０
・
８
～

４
・
１
ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
リ
ッ
ト
ル
と
少
な

い
。
し
か
し
、
下
流
部
の
源
武
橋
で
は
95

ナ
ノ
グ
ラ
ム
／
リ
ッ
ト
ル
と
、
い
き
な
り

跳
ね
上
が
り
、
飲
用
水
の
暫
定
基
準
値
を

オ
ー
バ
ー
し
て
し
ま
っ
た
。

　

関
係
者
の
間
で
囁
か
れ
て
い
る
の
は
、

源
武
橋
か
ら
直
線
距
離
で
３
キ
ロ
ほ
ど
北

西
に
位
置
す
る
、
産
業
廃
棄
物
処
理
業
の

早
来
工
営
㈱（
小
松
稔
明
代
表
取
締
役
社

長
）の
存
在
だ
。

　

同
社
の
Ｈ
Ｐ
に
よ
る
と
、
１
９
７
５
年

の
創
立
で
現
在
は
産
業
廃
棄
物
処
理
の
三

友
グ
ル
ー
プ
の
一
員
。
道
内
に
は
、
安
平

町
新
栄
に
最
終
処
分
場
、
石
狩
市
内
に
あ

る
札
幌
工
場
で
は
産
廃
の
焼
却
や
化
学
処

理
の
ほ
か
、
フ
ロ
ン
や
Ｐ
Ｆ
Ｏ
Ｓ
の
分
解

処
理
も
手
が
け
て
い
る
旨
の
記
述
が
あ
る
。

安
平
の
処
分
場
に
は
こ
れ
ま
で
、
金
属
や

電
機
関
係
の
事
業
所
、
発
電
所
や
屠
畜
場

な
ど
で
発
生
し
た
汚
泥
や
燃
え
殻
、
鉱
滓

な
ど
が
搬
入
さ
れ
、
構
内
で
埋
め
立
て
処

分
を
し
て
き
た
と
さ
れ
る
。

　

今
か
ら
30
年
近
く
も
前
、
本
州
方
面
か

ら
の
産
業
廃
棄
物
の
道
内
搬
入
が
社
会
問

題
化
し
た
こ
と
が
あ
っ
た
。
当
時
、
道
外

か
ら
の
搬
入
が
認
可
さ
れ
て
い
た
の
は
、

同
社
と
イ
ト
ム
カ
鉱
業
所
の
２
カ
所
。
筆

者
は
、
早
来
工
営
が
進
出
し
た
経
緯
や
地

元
住
民
と
の
軋
轢
な
ど
に
つ
い
て
取
材
し

た（
本
誌
95
年
12
月
号
）。
も
う
忘
却
の
彼

方
に
な
っ
て
い
た
が
、
記
事
を
読
み
直
す

と
記
憶
が
よ
み
が
え
っ
て
き
た
。

　

処
分
場
の
敷
地
は
、
80
年
代
に
旧
早
来

町
が
１
０
０
％
出
資
の
第
３
セ
ク
タ
ー
が

大
手
ゼ
ネ
コ
ン
か
ら
買
収
し
、
４
カ
月
後

に
同
額
で
転
売
。「
公
社
が
公
有
地
で
な
い

土
地
の
売
買
の
当
事
者
に
な
る
こ
と
を
禁

じ
た
法
律
に
違
反
し
た
措
置
で
、
企
業
誘

致
一
辺
倒
だ
っ
た
町
の
体
質
を
物
語
る
」

と
指
摘
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
90
年
に
は
大
雨
で
処
分
場
か
ら

あ
ふ
れ
た
汚
水
を
山
林
に
捨
て
た
事
件
が

発
覚
し
、
道
が
営
業
停
止
処
分
に
し
た
…

と
も
。
こ
の
事
件
を
き
っ
か
け
に
旧
早
来

町
南
部
の
７
自
治
会
に
よ
る「
環
境
問
題

対
策
協
議
会（
環
対
協
）」が
発
足
。
町
と

早
来
工
営
、
環
対
協
に
よ
る
公
害
防
止
協

定
が
締
結
さ
れ
、
会
社
側
と
の
協
議
や
現

地
へ
の
立
ち
入
り
調
査
な
ど
が
行
な
わ
れ

安
平
町
内
の
産
廃
処
分
場
が
発
生
源
か

農
業
へ
の
風
評
被
害
を
心
配
す
る
声
も

産
廃
の
処
分
事
業
者
は
取
材
を
拒
否

問
わ
れ
る
認
可
し
た
北
海
道
の
責
任

安平川の水は「ラピダス」に供給。排水は公共下水道を経て、こ
の樋門から千歳川に放流される

別の産廃処分場計画に異議を唱える「あびらの自然を守る会」代
表の山下美樹さん

旧早来町遠浅地区の自治会役員として住民運動を支えてきた大
嶋一紀さん

　

町
は
、「
す
で
に
処
分
場
を
受
け
入
れ
て

い
る
状
況
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
社
会
的
責

務
は
果
た
し
て
い
る
。
迷
惑
施
設
と
い
わ

れ
る
最
終
処
分
場
は
こ
れ
以
上
必
要
な

い
」と
の
理
由
か
ら
建
設
に
反
対
。
し
か

し
同
社
は
、
２
０
１
５
年
に
地
元
自
治
会

へ
の
同
意
確
認
が
な
い
中
で
事
業
計
画
書

を
提
出
し
、
道
は
抵
抗
せ
ず
、
こ
れ
を
受

理
し
て
し
ま
っ
た
。

　

近
隣
自
治
会
や
住
民
グ
ル
ー
プ「
あ
び

ら
の
自
然
を
守
る
会
」（
会
員
数
86
人
）が

意
見
書
や
行
政
不
服
審
査
請
求
、
学
習
会

の
開
催
、
署
名
活
動
な
ど
を
展
開
。
処
分

場
の
設
置
は
許
可
さ
れ
た
が
、
計
画
は
進

展
し
て
い
な
い
。

　

同
会
代
表
で
早
来
市
街
地
の
自
治
会
長

も
務
め
る
山
下
美
樹
さ
ん
は
、

「（
早
来
工
営
に
つ
い
て
は
）町
が
誘
致
し

た
企
業
で
、
町
内
に
は
米
を
作
る
農
家
も

い
る
か
ら
風
評
被
害
の
問
題
も
あ
り
ま
す
。

『
守
る
会
』と
し
て
は
ノ
ー
タ
ッ
チ
と
せ
ざ

る
を
得
ま
せ
ん
」

　

と
話
す
一
方
で
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
問
題
に
つ

い
て
は
、「『
飲
み
水
は
大
丈
夫
』と
言
わ
れ

て
も
心
配
。
安
平
の
町
が
良
く
て
移
住
し

た
人
も
い
ま
す
。
こ
の
問
題
で
は
、『
一
般

町
民
は
何
も
言
わ
な
く
て
も
い
い
』と
い

う
雰
囲
気
が
あ
る
け
れ
ど
、（
関
係
者
は
）

き
ち
ん
と
説
明
し
て
ほ
し
い
」と
要
望
し

て
い
た
。

　

全
国
の
廃
棄
物
処
分
場
の
実
態
に
明
る

い
、
元
東
京
都
環
境
局
職
員
の
藤
原
寿
和

さ
ん（
安
平
町
環
境
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
・
千

葉
県
在
住
）は
こ
う
指
摘
す
る
。

「
処
分
場
が
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
の
汚
染
源
と
い
う

事
例
は
、
こ
れ
ま
で
も
全
国
に
あ
る
。
立

ち
入
り
調
査
権
が
あ
る
道
も
、
早
来
工
営

に
絞
っ
て
い
る
は
ず
で
す
。
雨
が
降
る
と

埋
め
た
廃
棄
物
か
ら
有
害
物
質
が
流
れ
だ

す
し
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
が
除
去
さ
れ
な
い
施
設

も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
」

　

で
は
、
早
来
工
営
側
は
ど
う
受
け
止
め

て
い
る
の
か
。
10
月
30
日
、
同
社
を
訪
れ

て
言
い
分
を
聞
こ
う
と
し
た
が
、「
取
材
は

受
け
ま
せ
ん
」。「
そ
の
理
由
は
？
」と
聞

く
と「
取
材
に
応
じ
た
こ
と
に
な
る
の
で
、

お
答
え
で
き
ま
せ
ん
」と
し
て
門
前
払
い

さ
れ
て
し
ま
っ
た
。

　

今
後
の
焦
点
は
、
ひ
と
え
に
道
の
対
応

に
か
か
っ
て
い
る
。
道
は
、
安
平
川
は
環

境
生
活
部
循
環
型
社
会
推
進
課
、
全
道
各

地
の
河
川
は
同
部
環
境
政
策
課
、
千
歳
川

は
経
済
部
次
世
代
半
導
体
戦
略
室
で
分
担

し
て
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
調
査
を
継
続
し
、
分
析
結

果
な
ど
を
Ｈ
Ｐ
で
発
信
し
て
い
く
と
い
う
。

　

し
か
し
、
民
間
業
者
に
水
質
分
析
を
依

頼
す
る
だ
け
で
問
題
が
解
決
に
向
か
う
ほ

ど
甘
く
は
な
い
だ
ろ
う
。
前
出
の
大
嶋
さ

ん
は
、「
ラ
ピ
ダ
ス
に
し
て
も
、
町
や
関
係

の
市
、
道
が
ど
れ
だ
け
き
ち
ん
と
調
査
を

し
て
い
く
の
か
心
配
で
す
。
道
自
身
も
詳

し
い
デ
ー
タ
な
ど
を
入
手
し
て
い
る
は
ず
。

こ
の
安
平
川
の
汚
染
問
題
は
、
道
が
本
腰

を
入
れ
な
け
れ
ば
駄
目
で
す
よ
」と
力
を

込
め
た
。

　

Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
汚
染
の
原
因
や
現
状
、
今
後

の
影
響
な
ど
を
深
堀
り
し
て
公
開
し
、
安

心
で
き
る
道
民
生
活
を
保
証
す
る
た
め
に

道
の
責
任
は
重
い
。
29
年
前
の
記
事
の
中

見
出
し
に
付
け
た「
し
っ
か
り
せ
い
！ 

環

境
行
政
」を
今
、
そ
の
ま
ま
道
の
関
係
者

に
進
呈
し
て
お
こ
う
。


